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本資料は、開発元︓株式会社アジャイルウェアが制作した資料です。



・本資料はLychee ガントチャートの「ガントチャート 5（以下、新ガントチャート）」 と

「ガントチャート（以下、旧ガントチャート）」の違い に関してまとめた資料になります。

変更点は画面上部より順に説明するようにしております。

・本資料は現行開発中の画面を使用 しています。正式リリース時には UI/UXが改善される

　可能性があり、表示や操作が一部異なる場合があります。

本資料について

旧ガント 新ガント



フィルタ・カスタムクエリ・グループ条件部分

操作変更点



画面の上部にあり、「フィルタ」ボタンを押下することで開閉が可能です。

フィルタ条件を選択して、「適用」ボタンを押下して使用してください。

②フィルタ条件を指定

①

フィルタ表示旧ガント



画面左上の「表示」ボタンを押下することで左側からメニューが現れ、選択できます。

フィルタ条件を選択して、「適用」ボタンを押下して使用してください。

②フィルタ条件を指定

①

新ガント フィルタ表示



画面右部分に表示されているクエリ一覧から選択することで、フィルタが適用されます。

クエリを選択

クエリ選択旧ガント



画面左上の「表示」ボタンを押下することで左側からメニューが現れます。

画面左部のクエリ一覧から選択することでフィルタが適用されます。

②クエリを選択

①

新ガント クエリ選択



ガントチャート表上の「保存」押下すると、カスタムクエリの作成画面に遷移します。

②フィルタ条件を指定

①

③

カスタムクエリの保存旧ガント



画面左上の「表示」ボタンを押下することで左側からメニューが現れます。

メニュー内よりカスタムクエリを作成できます。

②フィルタ条件を指定

①
③

新ガント カスタムクエリの保存



カスタムクエリ一覧の「⋯」からカスタムクエリの「編集」「削除」が可能になりました。

新ガント カスタムクエリの保存



カスタムクエリを新規で「新規作成している」場合は「作成」ボタンが、

「編集している」場合「編集」ボタンが表示され、判別できるようになりました。

新規作成 編集

新規作成と編集で
文言が異なります。

新ガント カスタムクエリの保存



「表示する項目」を押下し、開閉することで選択できるようになります。

「グループ条件」を選択し、使用してください。

①

グループ条件の選択旧ガント

②グループ条件を指定



画面左上の「表示」ボタンを押下することで左側からメニューが現れます。

「グループ条件」を選択し、「適用」ボタンを押下して使用してください。

①

新ガント グループ条件の選択

②グループ条件を指定



オプション部分・ベースライン

操作変更点



画面の上部にある、「オプション」ボタンを押下することで開閉が可能です。

適用したいオプションを選択し、「適用」ボタンを押下して使用してください。

②表示したいオプションにチェック

①

オプション選択旧ガント



ガントチャート表内の右上部にある「・・・」ボタンを押下することで専用メニューが開きます。

適用したいオプションを選択することで即座に反映されます

②オプション選択できるメニューが開く
表示したいオプションにチェック

新ガント オプション選択

①



ガントチャート表内の右上部にある「ベースライン保存」を押下することで

ベースラインをスナップショット保存できます。

② タイトルを入力し
「ベースラインを保存」

①

ベースライン保存旧ガント



② タイトルを入力して「作成」

ガントチャート表内の右上部にある「ベースラインなし」を押下することで

ベースラインをスナップショット保存できます。

タイトルを入力せずに保存を押すとタイトルが保存時間で保存させれます。

①

新ガント ベースライン保存



画面の上部にある、「オプション」を開き、

「ベースライン表示」より任意のベースラインを表示することができます。

②表示したいベースラインを選択  

④ベースラインが青色で表示される

①

③

ベースライン表示旧ガント



ガントチャート表内の右上部にある「ベースラインなし」を押下することで

ベースライン選択/表示できます。また、ベースライン名を編集できるようになりました。

①表示したいベースラインを選択  

②ベースラインが青色で表示される

新ガント ベースライン表示



ベースラインのイナズマ線の基準日が「本日」から「保存時の日付」変更されました。

これによりベースライン保存時と現在とを比較しやすくなります。

新ガント ベースライン表示

ベースライン保存時と現在を

比較しやすくなりました



オプション項目の新旧位置

操作変更点



旧ガントの「オプション」項目から新ガントの「オプション」項目の対比は以下の通り。

新ガント

旧ガント

オプション項目の位置



旧ガントの「オプション」項目から新ガントの「表示」の「行の表示」に移行し項目は以下。

オプション項目の位置

新ガント旧ガント



旧ガントの「オプション」項目から新ガントの「表示」に移行した項目は以下。

オプション項目の位置

新ガント旧ガント



オプション項目

削除項目

旧ガントの「オプション」項目から削除された項目としては以下の通り。

● ステータス色

理由：ステータス欄のステータス名の横に色記載がある。

● 背景色を変更した場合に視認性が悪くなるため削除。

旧ガント



表示する項目・ソート条件部分

操作変更点



画面の上部にあり、「表示する項目」ボタンを押下することで開閉が可能です。

表示したい項目を「→」で「選択された項目」に、表示したくない項目は「←」で「利用できる項目」に移動さ

せて、「適用」ボタンを押下して使用してください。

②表示したい項目を選択して「 →」クリック

　非表示にしたい項目は「 ←」で移動させる

③移動されたら「適用」をクリック

④

①

表示する項目の選択旧ガント



表内の左上部にある「表示(三本線)」ボタンを押下することで専用メニューが開きます。

表示項目についてはチェックBOXのチェックを変更することで即座に列追加・削除されます。

②表示項目にチェックを入れるだけ

①

新ガント 表示する項目の選択



また、表示項目の順番は右部の項目をドラック＆ドロップすることで

表示順を変更することが可能です。

新ガント 表示する項目の並び替え



画面の上部にあり、「ソート条件」ボタンを押下することで開閉が可能です。

ソート条件にしたい順に上から設定してください。

①

②

ソート条件の選択旧ガント



新ガントではソート設定はなく、列項目をワンクリックするだけで並び替えできます。

①並び替えたい項目をクリック ②情報が並び替わる

新ガント ソート条件の選択



表示期間部分

操作変更点



表示期間はガントチャート表の上部の左部、右部の選択によって変更が可能です。

表示期間の変更旧ガント



表示期間の指定は新ガントではありません。左右スクロールでどこまでも変更可能です。

今日の日付を中心に戻す場合、「 →｜←」ボタンを押下してください。

表示形式に関してはガントチャート表内の右上の方の虫眼鏡ボタンで変更できます。

またその間の「V（下向き記号）」を押すと従来同様の選択も可能です。

新ガント 表示期間の変更

①

②



チケット操作部分

操作変更点



編集したい内容を変更し、

最後に「保存」をクリック

チケット操作旧ガント

①



新ガント チケット操作

ガントバーをクリックすると、

チケット編集画面が開きます



新ガント チケット操作

アイコンをクリックしても、

チケット編集画面が開きます



①入力したい項目にマウスを

乗せるとグレーになります

②1クリックすると

入力項目が現れます

CLICK!

③入力して

④入力画面外をクリック

CLICK!

新ガント チケット操作



ガントバー部分

操作変更点



ガントバーにカーソルを当てると、左右に＋マークのみ表示されます。

バーの伸縮を行う際は、マウスの形で判別します。

ガントバー部分旧ガント



ガントバーにカーソルを当てると、つまみが表示されます。

つまみが表示されます

よりつまみやすく！

新ガント ガントバー部分



その他

操作変更点



旧ガントチャートでは、チケット連続追加ボタンを押下後、

トラッカーを設定してチケットを作成することができました。

チケット追加モード（連続追加）旧ガント

①

②

③



新ガントチャートでは、ホットキー（ショートカットキー）で連続追加できます。

Shift + Alt（MacはShift + Option）でチケット作成モードのON／OFFが可能です。

新ガント チケット追加モード（連続追加）

Windowsの場合

Macの場合



新ガントチャートではチケット追加中にチケット階層（親子関係）を変更できます。

チケット追加中に ↳ボタン  で下の階層、 

↰ボタン  で上の階層のチケットに設定することができます。

新ガント チケット追加モード（チケットの階層化）

下の階層へ 上の階層へ



新ガントチャートではガントバーをドラッグして、チケット期間を指定して

チケット作成することができます。（ドラッグの場合、題名は「無題」になります）

新ガント チケット追加モード（ガントバーで期間からチケットを作成）

チケット作成完了！題名は後で変更可能



マイルストーンとチケットを紐づける際にチケット番号を手入力します。

マイルストーンの設定旧ガント

紐づけたいチケット番号を手入力



チケットを紐づける際にチケット番号を手入力する必要がありましたが、

マイルストーン作成時に対象のチケット行を選択するだけで、

簡単に紐づけができるようになりました。

新ガント マイルストーンの設定

①
②紐づけたいチケット行をクリック

③チケットが指定される



ガントバーにカーソルを移動すると表示される「＋」ボタンを押下し、紐付けるチケットにカーソルを移動しま

す。

黒い線が表示され、紐付けるチケットのガントバーをクリックすると先行後続の関連設定が行えます。

先行後続の関連付け旧ガント

③関連付けの設定が完了

①

②設定を変える場合は変えて「先
行する」をクリック



・クリックするだけで、先行・後続の関連を簡単に設定できます。

・右クリックで詳細に関連付けできます。

　遅延日数設定やブロック設定、前倒し設定したい場合に利用します。

先行後続の関連付け新ガント

①

②後続チケットにクリックするだけ
②右クリックで詳細設定も可能

①

シンプルに設定する場合 詳細に設定する場合



・先行後続の関連付けの際、遅延日数の入力が不要になりました。

遅延日数は「ガントチャート上の遅延日数期間分」が自動設定されます。

※注意：旧ガントの遅延日数の設定と同じ仕様となりますので、前倒しできません。

前倒しする場合は、一度先行後続関係を解消ください。

先行後続の関連付け新ガント

後続タスクの開始日まで、
3日空いている場合 遅延日数も自動で3日となる



先行後続の関連付けの解除旧ガント

①ガントバーをクリック

②チケット詳細画面でアイコンをクリック

該当のチケットの詳細画面から、関連付けの解除操作を行います。



ガントチャート上の関連線をクリックするだけで、関連付けを簡単に解除できるようになりました。

先行後続の関連付けの解除新ガント

②アイコンをクリックするだけで
関連付けの解除が可能

①



行の背景色で
進捗遅れを把握できる

行番号を表示

新ガント 進捗把握

遅延時の色付けを、進捗バーが赤くなる表示から、行全体の背景が赤くなる表示に変更しました。

ガントバーが表示されていない期間を表示している場合でも遅延に気づきやすくなります。



ガントチャート左下の番号を押下すると、階層ごとに折りたたみ表示が可能です。

ガントチャートの折りたたみ表示旧ガント

②階層ごとに折りたたみ表示できる

①



一括開閉ボタン表示が番号から▶🔽形式になりました。

②階層ごとに折りたたみ表示できる

新ガント ガントチャートの折りたたみ表示

①



プロパティエリアの開閉が可能になりました。

ガントチャートのエリアが広がり、プロジェクトでも全体像を把握しやすくなります。

新ガント プロパティエリアの開閉

②ガントチャートのスペースを広げられる

①



PDF出力

ダウンロードのリンクをクリックし、サイズと向きを指定して、

ガントチャートをPDFでダウンロードすることができます。

①

②

旧ガント



ガントチャートエリアでは期間指定を行わないため、

ダウンロード時に期間を指定できるように項目が追加されています。

新ガント PDF出力

期間指定エリアの追加①



その他便利機能



あらかじめ「担当者」と「予定工数」を入力しておくと、

自動でスケジューリングしてくれる機能をご活用いただけます。

①チケットを複数選択

④自動でスケジューリングされる

③開始日を設定

②

オートスケジュール旧ガント



操作は、旧ガントとほとんど変わりません。

③開始日を設定

①チケットを複数選択

④自動でスケジューリングされる

②

新ガント オートスケジュール



ガントチャート表の上部にある各ボタンを押下することでモードに変わります。

各種機能の詳細についてはマニュアルをご参照ください。

パラレルビュー・工数見える化旧ガント



ガントチャート表の上部にある各ボタンを押下することでモードに変わります。

機能的には旧ガントと変更ありません。

各種機能の詳細についてはマニュアルをご参照ください。

新ガント パラレルビュー・工数見える化
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